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 この日は、1名の方が都合により出席することが叶いませんでしたが、他の3名の方々は参加された

多くの仲間達からの祝福を受け、グリーンヒルの外にあるサクラより一足早く、満開の笑顔の花を咲

かせ思い出に残る夜となったことでしょう。

 来たる来年1月、ガイアテックは創業60周年を迎えます。そう、還暦を迎えるのです。

橋口会長・東別府社長と今年度還暦になられた方々

60周年にあたり、本社新社屋の新築工事が予定されています。また記念のイベント等も計画されて

いるかもしれません。随時社内報でも取り上げて行く予定ですので、乞うご期待。

東京オリンピックで盛上がる前にガイアテック60周年を盛上げましょう！！

 3月22日（金）ホテルグリーンヒルに於きまして、ガイアテック及び南日キョーワ合同で今年度還暦に

なられた方のお祝いの宴が開催されました。



　■ 事業所

 関連会社のオダハラ興産は、皆様のお陰をもちまして創業30周年を迎えることが出来ました。

これからも共々に0災害、クレーム0に会社全体で取組んで参ります。

最 後 に ･･･

【 作業の様子 】

今後ともより一層皆様のご支援・ご指導の程宜しくお願いいたします。

【 伐採作業でこんな機械を使用しています。 】

に一期工事が終わるよう、最後まで気を抜くことがなく無事故・無災害で完遂できるよう頑張っていきたいと

思います。

今年の1月よりさせて頂いている処であります。杉・檜・雑木と生い茂っており各種毎に伐採作業を進めて

おりますが、現場の傾斜が非常にきつくまた範囲も広大であるため、重機で道路を入れながら伐採・搬出

の作業を苦慮しながらも安全第一に進めて居るところであります。まだまだ作業は続きますが、梅雨前まで

　株式会社 ガイアテック様との繋がり

現在、東別府社長に声を掛けて頂きまして、ガイアテック高城工場の新規開発される区域の伐採作業を

 常日頃から、ガイアテック様やグループ会社である南日キョーワ様には大変お世話になっております。

株式会社 Gフォレスト

代表取締役 小田原 利明 社長

　　本社：薩摩川内市

　関連会社：株式会社 オダハラ興産（本社：薩摩川内市、福岡店）

 私たち、株式会社 Gフォレストは平成28年に設立したばかりの若い会社であります。

現在の従業員数は5名で、弊社の業務内容としましては林業分野で御座いますが主

として立木伐採の業務に力を入れております。今後の展望としまして伐採させて頂い

た木材などを使用した製品加工の業務にも取り組んで参りたいと考えております。

【株式会社 Gフォレスト 】さんを紹介します。

　 第7回目は、現在高城工場において新規開発区域の伐採作業を行って頂いている



 4月に入り新年度の始まりですが、31年間続いた【平成】の時代は残すところあと1ヵ月となりました。

来月から新元号の【令和】となり新しい時代が始まりますが、【安全】に関しては変わることありませんので、

これまでどおり【点検・確認・教育】を徹底し、無事故・無災害に努めましょう。

 先々月の社内報において『安全帯』の呼称や規格が変わりますという内容と特別教育が必要になると紹介し

ており、講習の日程等を調整していた処、キャタピラー九州(株)さんの協力を頂き、3月16日(土)に加治木にあ

ります同社の鹿児島教育センターにおいて、【フルハーネス型墜落制止用器具作業の特別教育】の講習を行

って頂いたので紹介します。
参加者は、安全室から2名と各工場・事業所よりそれぞれ1名ずつの計14名が受講しました。主な講習内容は

Ⅰ Ⅱ 安全帯に関する知識

Ⅲ Ⅳ

 各項目毎に大切な内容でしたが、講義の中で最も重点を置かれたのが【Ⅱ 安全帯に関する知識】の項目

でした。内容としては、フルハーネス型及びランヤードの種類及び構造、安全帯の使用方法、安全帯の点検

及び整備の方法、安全帯の関連器具の使用方法について細かく丁寧に講義して頂きました。また実際に実物

のフルハーネス型の器具を使って装着の方法等も学びました。これは参加者全員が実際に装着して、フル

ハーネス型を体感して各々感じる事があったかと思います。今回は従来の胴ベルト型の物との比較はありま

せんでしたが、フルハーネス型を実際に装着してみて、ずっしりとフィットし安定感を感じました。万一、墜落

したとしても重大事故は避けられるのかなと感じる位でした。ただフックの掛けどころはよく考えなければなら

ないなと思いました。今後、安全室と今回各工場・部署から受講して頂いた方とで各工場で必要に応じて、

講習を行う予定ですのでその際詳しくお話したいと思います。興味のある方は受講された方から聴いたり、テ

      車輌系建設機械(整地・解体)：張田 光明（国分）

 　コンクリート主任技士：烏尼木仁（検査）、コンクリート技士：新倉 翔、有村 隆成（検査）

キストを借りて勉強してみて下さい。

 事故・災害は慣れた頃、忘れた頃に発生すると言われますので、日頃から安全に対し意識を持ち注意を払い、

今一度各自【安全とは何か？】を考え、無事故・無災害で【平成】の時代を締めくくりましょう。

免許・資格取得者紹介

環 境 安 全 室 よ り

労働災害の防止に関する知識

本格焼酎
【蔵人の宝】(黒麹)

次に上げる4項目でした。

関係法令

真剣にフルハーネスの講義を受講している様子

作業に関する知識

ご安全に･･･

 薩摩川内市が誇る川内大綱引き。その上方陣営さまより当社の焼酎である

【蔵人の宝】を100本購入して頂きました。有り難う御座いました。

今年も9月に開催される予定ですので参加・応援しましょう。

さつま郷本舗だより

【環境安全室：唐仁原 栄一】 



 　ガイアテックには、関連工場を含め17の工場と幾つかの部署があります。

第9回目は、ガイアテック最大の広さを持つ工場である【高城工場】について紹介します。

と向上したと同時にプラントの稼働時間の短縮も出来ました。

 現在高城工場では、協力業者紹介でも在りましたように新規開発

区域の伐採作業をGフォレストさんにして頂いて処です。これは、

から夜遅くまで安定供給を行うためプラントを稼動して生産していま

安定供給と品質管理に日々精進しており、また岩元工場と協力仕合ながら川内港及び旧京泊工場の

置き場の管理や4月から始まる働き方改革の対策等を行っています。

 また砕砂プラントでは、SDミルの破砕機を導入して頂いてからは

砕砂の生産量の増産に繋がることが出来ました。以前は、朝早く

で、今期で開設して32年目を迎える社内の砕石工場では一番若い

工場ですが、敷地面積は約75万㎡と鹿児島県の砕石工場の中でも

トップクラスの広さを持つとても広大な工場です。（ちなみに、福岡

ヤフオクドーム約4.5個分で、東京ドーム約16個分の広さです。）

そんな高城工場では、主にコンクリート用砕石・砕砂・路盤材の生

産・出荷を行っております。

 人員は、出荷・事務：2名、先山・原石：6名、プラント：4名、積

 高城工場では、原電プロジェクト遂行にむけて現在20台を超えるチャーターダンプの管理・材料の

高城工場のメンバー

高城工場(採取場）の様子

込：3名と私を含めた１６名の仲間で日々の業務に取り組んでいます。

 高城工場は、薩摩川内市の北部で阿久根市にも近い処にある工場

して頂いており、今後は伐根作業や表土の除去・運搬作業を行っていく予定であります。これまでも

表土の除去及び運搬の作業には各社の協力を頂きながら山の開発を進めてくることが出来ています。

従業員一同、心より感謝している次第であります。

今後もこれまで以上に高城工場全員で一致団結し、助け合いながら日々の業務に取り組んで参ります。

原石確保が目的であり5万㎡を超える広大な範囲の伐採作業を ＳＤミル

したが、導入して頂いてからは生産量が月間で1000㎥増え、格段

【高城工場 工場長：小國 秀典】 



 先日、全国健康保険協会鹿児島支部より保険料変更について通知がありましたのでお知らせします。

いませんが、植村企業グループで働く先輩として、

希望と不安を胸に抱き入社してきた新入社員の模範

となるよう日々の業務に取組みましょう。

 4月1日にホテルグリーンヒルにおいて平成最後の

植村企業グループの入社式が行われました。

残念ながら、ガイアテックには今年度の新入社員は

また、不明な点等ありましたら協会のホームページ等をご覧になるか総務までご連絡下さい。

事務所内で各社の代表者の出席の下、

ＬＬＰ設立に関わる協定書への調印式が

行われました。

これで工場の集約化は一昨年の川内工場・京泊工場の川薩地区の生コン組合での集約化に次いで

6例目となります。

今後は、来年(2020年)4月1日のスタートを目指して実務的な協議を進めて行くそうです。

平成31年3月分(4月10日支給)給与より健康保険及び介護保険料が次の通り変更になります。

給与・賞与の10.11％ 給与・賞与の10.16％

健康保険料率

平成３１年2月分まで 平成３１年3月分から

給与・賞与の1.57％ 給与・賞与の1.73％

介護保険料率

ご理解の程、お願いいたします。

平成３１年2月分まで 平成３１年3月分から

 出水地区の生コン組合に所属する共同

コンクリート工業(株)・(株)ガイアテック・

若草生コンクリート(株)・(株)長島コンク

リート工業・(有)長崎産業の5社が集約し

【出水地区生コンクリート有限責任事業

組合(ＬＬＰ)】を設立する事となりました。

これに先駆け、去る3月22日(金)組合の

加入者の皆さま、お一人おひとりの健康の積み重ねが 

保険料率の上昇を抑える大きな力になります。 


